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はじめに

　平成29年10月1日付で大学共同

利用機関法人人間文化研究機構国立

国語研究所（以下国語研）所長に就

任しました。

　私は統語理論と呼ばれる文の組み

立て方を理論的に研究することが専

門ですが、日本語教育の経験があり、

日本語教育を行っている間、自然言

語処理の共同研究にも参加しました。

最近は琉球諸語をはじめとする危機

言語の調査も行っています。ここで

はそもそも私がどうして言語学を専

門として選んだのか、なんで50代半

ばを過ぎて琉球諸語の調査を始めた

のかをお話しして、自己紹介にかえ

たいと思います。

コトバへの目覚め

　私は中学校のころは漠然と建築家

やインテリアデザイナーになろうと

思って絵を描いていました。高校に

入って、美術部に入ってすこし本格

的に絵を始めたのですが、すぐに才

能がないことがわかって、美術部を

やめ、（多少不純な理由で）英会話ク

ラブにかわりました。

そのようにして英語を勉強してい

たのですが、市立図書館で英作文の

本を探していた時に偶然金田一京助

の「北の人」という随筆に出会いま

す。これは彼が樺太アイヌの調査に

行ったときの話です。彼は調査に行

き詰まり、調査の継続をあきらめよ

うかと、無
ぶ

聊
りょう

に絵を描いていました。

そのとき周りにいた子供たちが寄っ

てきて、絵の中のものを指さしなが

ら、その名前を樺太アイヌ語で言い

ます。そこでひらめいた金田一は画

用紙にでたらめの線を書きます。そ

うすると子供たちは口々に「ヘマタ」

と叫びます。すでに知っていた北海

道アイヌ語との類推から「ヘマタ」

は「何？」に当たることばであると

確信した金田一は次々にものを指し

ながらヘマタと言っていろいろな単

語の形を調べます。「ヘマタ」という

魔法の言葉を得た金田一は一か月ほ

どで、樺太アイヌ語の文法概要と語

彙集、3000行の叙事詩の採録を終え

て帰任します。この随筆を読んだとき

の感動はいまでも忘れません。

大学入学の頃

　ただ、このころは言語学という学

問の存在をちゃんと知っていたかど

うかわかりません。言葉は好きだっ

たようで、国語の時間にならった文

節の係り受けに凝って、係り受けの

構造図を毎日書いたり、それを英語

の文の構造分析に使ったりしていま

した。発音記号が好きで、発音記号

を見ながら、何回も発音練習してそ

こそこきれいな英語が話せるように

なりました。そうこうしているうち

に大学受験になるのですが、多分英

語教師になるつもりで、大阪外国語

大学（現在の大阪大学）に入ろうと

思ったのだと記憶しています。当時

は一期、二期と大学が分かれていて、

大阪外大は二期校だったので、一期

校をどこか受けようと思って京都大

学を受けたのだと思います。苦手科

目だった数学がその年は非常にやさ

しかったため、他の受験生と差がつ

かず、京都大学に受かってしまった

ので、大阪外大は受けませんでした。

受けて合格していれば影山前所長の

一年後輩になって同じ授業を受けて

いたかもしれません。

　1969年大学紛争の真っ最中に京

都大学に入って、一年間ほとんど授

業がなかったので、時々英会話サー

クルや体操部の練習に出かけながら、

毎日英語の小説を読んでいました。

たぶん最初は子供向けの優しい本や、

外国人向けにやさしく書き直した小

ご挨拶にかえて

国立国語研究所長

田窪行則
TAKUBO Yukinori

専門領域は言語学、語用論、意味論、
統語論、琉球諸語。九州大学文学部教
授、京都大学文学研究科言語学専修 
教授などを経て、現職。
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説を読んでいたのだと思うのですが、

だんだんと普通の小説を読むように

なって、それほど問題なく英語が読

めるようになりました。話したり聞

いたりはもともと毎日英語の放送を

聞いていたので問題はありませんで

した。デンマークの言語学者のイェ

スペルセン（Jespersen）の書いた

英文法の本や、アメリカの構造主義

言語学者で構造主義言語学を英語教

育に応用したフリーズ（Fries）の書

いた構造主義の入門書なんかを読ん

で楽しかったので、英語学を専攻し

ようと思ったのですが、当時の京都

大学の英語・英文科は英語学の先生

がおらず、英語学を専攻する学生は

受け入れてくれませんでした。

理論研究への道

　入学して一年たって授業が再開し、

担任の先生が大橋保夫という有名な

フランス語学者だったり、渡辺実、

阪倉篤義というこれも有名な国語学

の先生の開講されていた言学という

言語学の授業に感動したりして、結

局言語学を専攻することにして、言

語学講座に入りました。当時の言語

学講座は西田龍雄先生というえらい

先生がいたのですが、私が入ったと

きはロシアに長期出張に行っていて

誰もおらず、東京外大から徳永康元

という先生が来て集中講義をしてく

れました。なぜかその先生の授業に

は私一人しか出席しておらず、二人

きりで教えてもらいました。

　その後、西田先生が帰国し、授業

が本格的に始まりました。言語学講

座でいろんな言語を勉強しながら、

構造主義言語学、生成文法、日本語、

朝鮮語、満洲語（清朝の言語）の文

献学などを専門的に学びましたが、

文献学は、記憶力がすぐれ、また文

献そのものが好きでないとできない

のですぐに自分には才能がないこと

がわかりました。言語学講座では、

金田一のように外国の奥地に出かけ、

現地で収集したデータで文法や辞書

を作るというフィールドワークをや

る人もいました。その苦労話を聞く

ととても自分にはできないと思い、

フィールドワークも諦めて、自分に

もできそうな統語理論をやりました。

日本語教育の経験も

　大学院の博士課程を出るときに韓

国の大学で日本語を教える職があり、

韓国の慶州というところで2年間現

代日本語や古文を教えました。その

あと運よく神戸大学の教養部の職を

得て、日本語・日本事情の教師を

やったのですが、日本の大学で日本

語を教えるとなると、共通の言語は

ないわけで、日本語のみで日本語を

教えるため、ずいぶん苦労しました。

このころ、日本語教育の必要性から、

統語理論的な研究より、日本語の記

述に関心を移し、日本語教育に資す

るような文法書や留学生用の練習帳

などを作りました。また、日本語教

育用の文法書が実は言語処理に利用

可能ということもあり、工学的な言

語処理関係の方との接点も増えてい

きました。

宮古語への関心～研究の原点へ

　九州大学の言語学講座に移ってか

らもまた、2000年に京都大学に移っ

てからもしばらく理論的な研究や教

育を行ってきたのですが、2006年1

月全くの偶然でUCLAの岩崎勝一さ

ん、カナダアルバータ大学の大野剛

さんたちと宮古島の池間方言の調査

を始めます。これは京都大学の総長

裁量経費をいただいて学生との

フィールドワークに使えと言われた

ためです。それまで敬して遠ざけて

いたフィールドワーク調査に出かけ

ました（写真）。池間方言は琉球諸語

のひとつの宮古語の方言ですが、日

本語の共通語とは全く異なり別の言

語です。それが調査によってすこし

ずつ理解できるようになっていきま

す。すこし経つと全く理解できな

かった談話の録音も聞き取れるよう

になり、単語もどんどん増えていき

ます。英語やドイツ語のような、他

人が書いた文法書や辞書からでなく

自分で直接話者の人に聞くことでそ

の言語のことを理解していくわくわ

く感に見事にはまってしまい、それ

から年に8回ほど調査に出かけるよ

うになりました。当時宮古高校の校

長だった仲間博之先生や公民館長

だった仲間忠さんをはじめとする土

地の人たちとも仲良くなって、京都

大学にもなんども来てもらい、フィー

ルドワークの授業にも先生として参

加してもらいました。現在は仲間先

生と岩崎さんとで池間方言の辞書を

作っています。金田一の随筆を読ん

でから50年以上たってフィールド

ワーク調査を始めるとはなにか運命

的なものを感じざるを得ません。

◆ ◆　◆

デジタル博物館「ことばと文化」では

宮古島・西原地区の言語と文化を映像

や音声で紹介しています

http://kikigengo.jp/nishihara/

フィールドワークの記録を記した
『琉球列島の言語と文化』。宮古島
西原地区の創作童話や、豊年祭の
様子を収録したDVD付（2013年）
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－先生方に共通する研究として、
「コーパスの開発」がありますが、そ
もそもコーパスとはなんでしょうか。

小木曽　簡単に言えば、実際に使わ

れた言葉のデータをたくさん集めて、

コンピュータで検索したりできるよ

うに蓄えて、かつ、特に言語研究の

ために必要な情報を付けたデータと

いうふうに捉えておけばいいのかな

と思います。要するに、たくさんの

実際に使われた言葉が入っている

データベースです。

－開発しているコーパスにはそれ
ぞれ違う部分があると思います。担
当しているプロジェクトの内容も兼
ねて教えてください。

小木曽　私は『日本語歴史コーパス』

という名前の「通時コーパス」と呼

ばれるものを作っています。古い時

代から今までずっと時間を通して、

時間の流れに沿って言葉を調べられ

るコーパスで、これを使えば、日本

語の歴史が分かるといえるようなも

のを作りたいと思っています。万葉

集の時代、奈良時代以前から大体近

代、明治、大正ぐらいまでを対象と

して今コーパス化しています。

　日本語の歴史は千年以上たどるこ

とができるので、千数百年分のいろ

んな時代のいろんな種類のテキスト

をコーパスにする、そういう仕事で

す。プロジェクトとしては、それを

作るだけではなく、作ったものを使っ

て、今までできなかったような研究

を行うことも目的としています。

小磯　私のほうは、日常生活の中で

私たちがどういう言葉を使っている

のかという、話し言葉を調べるプロ

ジェクトです。家族と何かしゃべっ

たり、仕事の場面で使う言葉であっ

たり、同僚と昼食を食べたり、ある

いは飲みに行ったり、友だちと会っ

たりとか、いろんな場面の日常の中

で交わされる会話を収録します。

　書き言葉と違うのは、収録をし、そ

れを文字に書き起こして、整理をし

て公開をしていくという点です。一

般の方に調査協力をお願いして、収

録機材を２、３カ月所有してもらい、

一人の人にいろんな場面の会話を

録ってもらっています。それを40人

こいそ はなえ●音声言語研究領域 准教授。専
門は認知科学、言語学、日本語学。国立国語研究
所理論・構造研究系准教授などを経て、2016年
４月から現職。

理論・対照研究領域教授・研究情報発信センター
長。専門は言語学・英語学。 国立国語研究所言語
対照研究系教授などを経て2016年４月から現職。

おぎそ としのぶ●言語変化研究領域教授。専門
は日本語学、自然言語処理。明海大学講師、国立
国語研究所准教授などを経て、2017年4月から現
職。

プロジェクトリーダーが語る
日本語の個性  ❷

小磯花絵
KOISO Hanae

プラシャント・パルデシ
Prashant PARDESHI

小木曽智信
OGISO Toshinobu

PROJECT
LEADER

鼎談
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の方にお願いして、全体で200時間

の会話のコーパスを作ろうとしてい

ます。例えば、自分のお母さんと

しゃべるときと、旦那さんのお母さ

んとしゃべるときとでは話し方が違

う人もいます。そういうふうに、場

面や相手によって、どういうふうに

話し方が異なってくるかというよう

なことを研究することができます。

　それ以外にも、50～60年前に、国

語研が中心となって、井戸端会議や

お魚屋さんなど、いろいろなところ

に行って録った話し言葉の音声デー

タがあって、それと比べながら、50

年ぐらいのスパンでどういうふうに

話し言葉が変わってきたのかという

ことも見ようとしています。

プラシャント　「統語・意味コーパ

ス」プロジェクトでは、新聞、聖書、

教科書など種類はさまざまですが、

現代語の書き言葉を対象にしていま

す。統語的な構造（注：8ページの

図をごらんください）を付けていっ

て、言語の構造の研究ができるよう

なコーパスを作ろうとしています。

アメリカのホワイトハウスで報道

官が、記者の歩きスマホを注意した

んです。その記者はずっとポケモン

をやっていて真面目に話を聞いてな

い。最後に皮肉ったジョークで、

「Did you get one?（あなたは一匹捕

まえたのか？）」と言うんです。その

日本語の字幕は「捕まったの？」。動

詞しか出てきてないんですね。「あな

たが」「ポケモンを」という二つの項

は隠れているけれど、潜在的にはそ

こにあります。

　日本語のデータを英語で翻訳する

ときには、このような省略の問題が

出てきます。だから省略されている

ものがわかるように、構造のついた

コーパスを作ろうとしています。

それから、普通は、統語論の研究

はほとんど内省で、都合のいい例文

を作って行っているわけですが、そ

うではなくて、実際に使われている

言語に基づいて統語の研究もやるべ

きだというふうに思っています。

－先生方のコーパスが、言語の研
究、あるいは、一般社会において、ど
のように役立つかについて、ぜひ教
えてください。

小木曽　われわれは日本語の研究者

なので、まずは言葉を研究するため

にコーパスを作っているのですが、特

に歴史コーパスということになって

きますと、過去千年以上伝えられて

きた貴重な資料を、「今の技術で使い

やすい形にしていく」ということを

していることになると思うんですね。

　特にもう千年以上前の言葉ともな

れば、われわれ日本人、日本語をしゃ

べるものたちにとってすごい財産で

あり、宝物だと思うんです。ただし、

その財産や宝物を箱に入れてとって

おいてもその価値は気付かれなく

なってしまうわけで、その時代、そ

の時代で使えるように光を当ててい

くということは、大事なことだと思

います。

　今の時代、紙の本で読みましょう

というだけではもうなくなっていま

す。コンピュータを使って自由自在

に調べられるようなものを作ってい

くというのは、ただ言語研究者だけ

ではなくて、日本語を話すわれわれ

みんなにとって、おそらく価値のあ

るものになるんじゃないでしょうか。

一種の文化財というか、それをただ

保存しておくというのではなくて、使

えるようにしていくという、そうい

う価値があるのではないかと。

　そういう社会にとっての価値とい

う意味でいうと、国語教育の中では

中学生や高校生は古文を習いますが、

そういう授業で、今までのやり方と

はちょっと違う、情報教材として古

典教育などに生かすということも、

このコーパスの役割として考えられ

て、実際にそんな研究もプロジェク

トの中で進めています。まずは、中

学・高校の先生方にコーパスを利用

してもらうことからはじめたいと思

います。

小磯　今回のデータは、映像も一緒

に集めているので、私たちがどうい

う生活をしていて、そこの中でどう

いう言葉を使っているのかという、そ

の文化を伝えていくことにつながり

ます。何十年かたつと、やっぱり生

活も変わり、それで使っている言葉

も変わっていく。そういう記録を

ずっと残していくというのは、私た
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ちがどういう文化の中で育っている

のかということを伝える、貴重な資

料になるだろうなと思います。

　教育という面で言うと、生活の中

で、どういう文脈の中でどういう言

葉を使うのかということが非常に重

要になってきます。例えば、日本語

を学習する人の多くが、「ドラマを見

るとすごく勉強になる」と言うのは、

いろんなシチュエーションで、どう

いう言葉を使っているかというのが

分かるからだと思います。また、最

近AI（人工知能）スピーカーとか、介

護ロボットとか、家庭の中にどんど

んAIのものが入ってきています。そ

れらと会話をしていくことが必要に

なったときに、技術をきちんと確立

していくためには、家庭の場面でど

ういう話し言葉を使っているのかと

いうことが、とても重要になってく

るんですね。

プラシャント　日本語は他の言語と

どう違っているんだろうか、どこが

似ているんだろうかということを調

べるのに役に立ちます。非常に簡単

な日本語で、例えば、「太るお菓子」

と言ったら、お菓子が太るわけでは

ないということはみんな分かってい

るんですよね。この文は、英語で翻

訳するときに大変苦労すると思いま

す。だけど、「おいしいお菓子」とい

うのは簡単に翻訳できるし、「昨日

買ったお菓子」は簡単に翻訳できる。

だけど、「太るお菓子」は難しいねと。

同じお菓子が右側に来て、前に修飾

語が付いていて、だけど構造が違っ

ているということは、どこか教育の

過程で学ぶ必要がある。そういうと

きに私のコーパスは役に立つのかな

と思います。

－データを集めて、それに情報を
与えていくという作業は、とても大
変そうですが。

小磯　日々大変です。

プラシャント　完成したコーパスし

か見えていないのですが、その裏に

はものすごく苦労する場面がありま

す。大学院生などがアノテーション

作業を一生懸命に行っています。

データは多種多様で、そのときそのと

きにいろいろ判断しないといけない。

小木曽　本には書いた人などの権利

がありますので、その内容をコーパ

スにするときには、許諾をいただい

て使うということが必要になるのが

大変です。

　それから、特に江戸時代から明治

のものについては、当時出版された

ままの資料をコーパスにしています。

明治のころの本は、活字であっても

今のわれわれには非常に読みづらい

というようなこともあります。江戸

時代ですと、いわゆる続け字の変体

仮名を含むくずし字で書かれていま

すので、まず解読して普通の文字に

起こしてデータにしていくという作

業になります。そうやって普通に読

めるテキストのデータができた後に、

それぞれに単語の情報を付けるとこ

ろまでやっています。

　全部のテキストに単語の切れ目を

入れて、それぞれがどんな品詞でど

んな読みでという、形態論情報と呼

ぶものを付けます。それには形態素

解析というコンピュータを使った言

語処理の技術を使うのですが、古い

時代のテキスト用の辞書は存在しな

いので、自分たちで作って、技術開

発も行ってなんとかしなければなり

ません。そして、機械が処理をした

データに人で直すという処理を加え

て、最終的になんとか使える形に

なったものを公開するということを

しています。大変です。

プラシャント　機械が７割正しいと

き、３割は人間が直さないといけな

い。一つ一つセンテンスごとに見て

いって修正して、また機械にそれを

学習させる作業をやらないといけな

いので、やっぱりアノテーション現

場で行っている作業は、非常に大変

です。

小磯　音をとったものを聞いて、「何

を言っているのか」を考えること自

体が、解釈することなんです。みん

ながきれいに発音して明確な文章を

発話していれば、そこには解釈は入

らないかもしれませんが、普段の話

し言葉では、音のレベルで言い間違

えたり曖昧な話し方とかするので、

それをどういうふうに書いていくの

かというのも本当に解釈になるので、

まず文字にするというところからし

て、実は研究なんですね。

　それに加えて、単語に区切って品

詞を付ける、そこまでは書き言葉の

コーパスでもするんですが、音声の

研究をやろうとすると、イントネー

ションも必要です。ここは上昇調の

イントネーションだよとか。あるい

は、「なんとかでー」「なんとかする

とー」というように若者は上昇下降
























